平成24年度12月補正予算　　　支出科目　款：土木費　　項：道路橋りょう費
　　目：道路橋りょう維持費

	事業名: 橋りょう補修費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　県土整備部　道路維持課　維持管理係　電話番号：058-272-1111（内3736）

　　　　　　E-mail：c11657@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　補正要求額：　330,200千円

（現計予算額：1,806,599千円　　　補正後予算額：2,136,799千円）

	要求内容　


	１　要求の内容


　大規模災害に備えた防災・減災対策として、定期点検結果等に基づき緊急的に老朽化対策が必要な橋りょうについて、岐阜県橋梁長寿命化修繕計画に基づく補修等の予防保全的な修繕を実施するほか、緊急輸送道路上の橋りょうのうち緊急に耐震対策が必要な橋りょうの耐震対策を実施する。

	２　所要経費


事業費：330,200千円

（1） 橋りょうの長寿命化(3箇所)：　240,100千円
（2） 橋りょうの耐震対策(2箇所)：　 90,100千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅰ安心して暮らせるふるさと岐阜県づくり

６．社会資本の安全性が高く、災害への備えが整った地域をつくる

橋りょうや道路などの計画的な維持管理を行い、社会資本の高齢化による落橋等の事故を防止するとともに、維持管理コストの削減を図ります。
○緊急輸送道路上の15ｍ以上橋りょうにおける耐震対策の実施率（H25:100％）

	２　これまでの取組状況


橋りょうや舗装に関して予防保全的な補修を行うため岐阜県橋梁長寿命化修繕計画等を策定し対策を進めているが、突発的な損傷の発生や、点検を行った結果、緊急に対策が必要となる橋りょうがある。

一方、橋りょうの耐震対策については、平成７年に発生した阪神・淡路大震災では古い基準で設計した橋脚の倒壊や落橋の被害が発生したため、以降、被害状況を受けた対策として、下部工について昭和55年より古い基準で設計した橋脚の耐震補強を優先して進めてきた。

また、上部工については、平成8年より古い基準で設計した橋りょうの落橋防止対策を推進しているが、耐震対策の進捗は平成２３年度末現在７８％と低い状況にある。

	３　これまでの取組に対する評価


東海・東南海地震や南海トラフの巨大地震の発生も懸念されるため、大規模な地震発生時に崩壊や防災設備不良による事故等の発生の危険がある箇所等においては、緊急に、橋りょうの補修や耐震対策を行う必要がある。

橋りょうの長寿命化に関しては、点検の結果等により緊急的に補修が必要とされる橋りょうもあり、予算上の制約から補修計画年次を延伸せざるを得ない橋りょうがある。

橋りょうの耐震対策については、補助事業により対策工事を実施してきたが、予算上の制約から、長期構想に掲げる緊急輸送道路上の耐震対策の実施目標である平成２５年度末までの完了が困難の見込みである。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県債
	一　般

財　源

	現計
予算額
	1,806,599
	804,106
	 310,000
	0
	0
	0
	0
	673,200
	19,293

	補正

要求額
	330,200
	169,500
	0
	0
	0
	0
	0
	159,600
	1,100

	決定額
	330,200
	169,500
	0
	0
	0
	0
	0
	159,600
	1,100


